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は
じ
め
に

　

ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
は
日
本
神
話
の
中
で
も
最
も
良
く
知
ら
れ
た
神
で

あ
り
、
そ
の
活
動
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
神
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
研
究
史
の
上
で
も
非
常
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
様
々
な
角
度
か

ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
神
で
も
あ
る
。
神
話
学
・
文
化
人
類
学
・
心
理
学
等

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
し
て
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
命
、『
日
本
書
紀
』

の
素
戔
嗚
尊
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
お
い
て
の
文
学
研
究
・
作
品
研
究
か

ら
の
議
論
も
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
何
か
新
た
に
論
じ
ら
れ

『
日
本
書
紀
』
の
素
戔
嗚
尊

谷
口
雅
博

る
べ
き
事
柄
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
非
常
に
心
許
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
研
究
史
の
上
に
ほ
ん
の
少
し
で
も
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
思
い
つ
つ
、
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
素
戔

嗚
尊
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

一
　
神
名
に
み
る
素
戔
嗚
尊
の
位
置
付
け

　

ま
ず
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
構
成
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
い
。
素
戔
嗚
尊
の
存
在
意
義
を
考
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
神
が
『
日
本

書
紀
』
神
代
巻
の
構
成
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
、
表
現
さ
れ
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て
い
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
小
学
館
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
の
目
次
に
従
っ
て
神
代
巻
上
下
両
巻
の
構
成
を
確
認
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

神
代
上

第
一
段　

天
地
開
闢
と
三
柱
の
神

第
二
段　

四
対
偶
の
八
神

第
三
段　

神
世
七
代

第
四
段　

磤
馭
慮
島
で
の
聖
婚
と
大
八
洲
国
の
誕
生

第
五
段　

天
照
大
神
・
月
夜
見
尊
・
素
戔
嗚
尊
の
誕
生

第
六
段　

素
戔
嗚
尊
と
天
照
大
神
の
誓
約

第
七
段　

素
戔
嗚
尊
の
乱
行
と
追
放

第
八
段　

素
戔
嗚
尊
の
八
岐
大
蛇
退
治

神
代
下

第
九
段　

葦
原
中
国
の
平
定
、
皇
孫
降
臨
と
木
花
之
開
耶
姫

第
十
段　

海
幸
・
山
幸
説
話
と
鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
誕
生

第
十
一
段　

神
日
本
磐
余
彦
尊
ら
四
男
神
の
誕
生

　

先
に
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
の
構
成
を
見
る
と
、
第
九
段
は
火
瓊
瓊
杵

尊
の
誕
生
に
始
ま
っ
て
、
そ
の
崩
御
と
山
陵
記
事
で
終
わ
り
、
第
十
段
は

海
幸
・
山
幸
の
神
話
に
始
ま
っ
て
彦
火
火
出
見
尊
（
山
幸
）
の
崩
御
と
陵

墓
の
記
事
で
終
わ
る
。
そ
し
て
第
十
一
段
は
、
鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
の
系
譜

と
崩
御
及
び
陵
墓
記
事
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
歴
代
天
皇

紀
の
構
成
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
火
瓊
瓊
杵
尊
が
降
臨
し
て
か
ら
の

三
代
が
そ
れ
ぞ
れ
火
瓊
瓊
杵
尊
の
紀
、
彦
火
火
出
見
尊
の
紀
、
鵜
葺
草
葺

不
合
命
の
紀
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
各
段
の
記
述

の
分
量
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
も
そ
の
点
と
関
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
神
代
上
は
、
構
成
意
識
が
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
。
瓊

瓊
杵
尊
の
誕
生
以
前
に
地
上
に
支
配
者
は
い
な
い
わ
け
な
の
で
、
そ
の
辺

り
と
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
第
一
段
～
第
三
段
は
、
天
地
開
闢
か
ら

伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
の
出
現
ま
で
を
記
し
、
第
四
段
・
第
五
段
は
そ
の

伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
の
紀
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
六
段
か
ら
第

八
段
に
か
け
て
は
、
第
五
段
で
誕
生
し
た
素
戔
嗚
尊
を
中
心
に
し
て
描
か

れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
決
し
て
天
照
大
神
で
は
な
く
、
伊
奘
諾
尊
・

伊
弉
冉
尊
か
ら
根
国
行
き
を
命
じ
ら
れ
た
素
戔
嗚
尊
の
行
動
が
、
第
六
段

～
第
八
段
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
後
に
、
神
代
下
に

入
っ
て
い
く
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
素
戔
嗚
尊
が
誕
生
す
る
第
五
段
正
文
か
ら
見
て
い
く
こ

と
と
す
る（
１
）。

次
に
海
を
生
む
。
次
に
川
を
生
む
。
次
に
山
を
生
む
。
次
に
木
の
祖

句
句
廼
智
を
生
む
。
次
に
草
の
祖
草
野
姫
を
生
む
。
亦
は
野
槌
と
名

す
。
既
に
し
て
伊
弉
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
共
に
議
り
て
曰
は
く
、「
吾
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已
に
大
八
洲
国
と
山
川
草
木
と
を
生
め
り
。
何
ぞ
天
下
の
主
者
を
生

ま
ざ
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
に
共
に
日
神
を
生
み
た
ま
ふ
。
大
日

孁
貴
と
号
す
。
大
日
孁
貴
、
此
に
は
於
保
比
屡
咩
能
武
智
と
云
ふ
。
孁
、
音
は
力
丁
反
。
一
書

に
云
は
く
、
天
照
大
神
と
い
ふ
。
一
書
に
云
は
く
、
天
照
大
日
孁
尊
と
い
ふ
。
此
の
子
光
華
明

彩
し
く
、
六
合
の
内
に
照
り
徹
る
。
故
、
二
神
喜
び
て
曰
は
く
、「
吾

が
息
多
し
と
雖
も
、
未
だ
此
の
若
く
霊
異
し
き
児
有
ら
ず
。
久
し
く

此
の
国
に
留
む
べ
か
ら
ず
。
自
当
に
早
く
天
に
送
り
て
、
授
く
る
に

天
上
の
事
を
以
ち
て
す
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
の
時
に
、
天
地
相

去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
。
故
、
天
柱
を
以
ち
て
、
天
上
に
挙
げ
ま

つ
り
た
ま
ふ
。
次
に
月
神
を
生
み
た
ま
ふ
。
一
書
に
云
は
く
、
月
弓
尊
、
月
夜

見
尊
、
月
読
尊
と
い
ふ
。
其
の
光
彩
日
に
亜
げ
り
。
以
ち
て
日
に
配
べ
て
治

ら
す
べ
し
。
故
、
亦
天
に
送
り
た
ま
ふ
。
次
に
蛭
児
を
生
み
た
ま
ふ
。

已
に
三
歳
と
雖
も
、
脚
猶
し
立
た
ず
。
故
、
天
磐
櫲
樟
船
に
載
せ
て
、

風
の
順
に
放
棄
て
た
ま
ふ
。
次
に
素
戔
嗚
尊
を
生
み
た
ま
ふ
。
一
書
に

云
は
く
、
神
素
戔
嗚
尊
、
速
素
戔
嗚
尊
と
い
ふ
。
此
の
神
勇
悍
に
し
て
忍
に
安
み
す

る
こ
と
有
り
。
且
常
に
哭
く
を
以
ち
て
行
と
為
す
。
故
、
国
内
の
人

民
を
多
に
以
ち
て
夭
折
せ
し
め
、復
青
山
を
枯
山
に
変
へ
し
む
。故
、

其
の
父
母
二
神
、
素
戔
嗚
尊
に
勅
し
た
ま
は
く
、「
汝
甚
だ
無
道
し
。

以
ち
て
宇
宙
に
君
臨
た
る
べ
か
ら
ず
。
固
当
遠
く
根
国
に
適
れ
」
と

の
り
た
ま
ひ
、
遂
に
逐
ひ
た
ま
ふ
。�

（
第
五
段
正
文
）

　

第
五
段
正
文
に
よ
れ
ば
、伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
二
神
は
、海
・
山
・
木
・

草
を
生
み
、
次
に
「
天
下
の
主
者
」
を
生
も
う
と
し
て
、
日
・
月
・
蛭
児
・

素
戔
嗚
尊
を
生
む
が
、
結
果
的
に
「
天
下
の
主
者
」
は
不
在
の
ま
ま
で
、

そ
の
主
題
が
神
武
即
位
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（
２
）。「

天
下
の
主
者
」
を
生
も
う
と
い
う
宣

言
の
前
と
後
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
海
・
山
・
木
・
草
に
続
い
て
日
・

月
を
生
む
と
い
う
の
は
、
自
然
誕
生
の
神
話
と
し
て
繋
が
っ
て
い
る
よ
う

に
読
め
る
の
に
対
し
て
、
蛭
児
・
素
戔
嗚
尊
は
様
相
が
異
な
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
こ
で
神
名
、
特
に
尊
称
に
つ
い
て
確
認
す
れ
ば
、
日
神
は
大

日
孁
貴
と
記
さ
れ
、
注
記
の
形
で
「
一
書
に
云
は
く
、
天
照
大
神
と
い
ふ
。

一
書
に
云
は
く
、
天
照
大
日
孁
尊
と
い
ふ
」
と
あ
る
。
ま
た
月
神
に
関
し

て
は
特
に
名
は
記
さ
れ
ず
、
こ
れ
も
一
書
の
形
で
「
月
弓
尊
・
月
夜
見
尊
・

月
読
尊
」
の
名
が
記
さ
れ
る
。
蛭
児
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
外
の
名
称
は
な

い
。
つ
ま
り
、
本
文
中
で
神
名
に
「
尊
」
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
素
戔
嗚

尊
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
神
の
尊
称
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
言

う
ま
で
も
な
い
が
『
日
本
書
紀
』
の
冒
頭
、
国
常
立
尊
の
出
現
の
後
に
、

「
至
貴
を
尊
と
曰
ひ
、
自
余
を
命
と
曰
ふ
」
と
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
区
別
は
、
例
え
ば
神
武
紀
以
降
の
天
皇
家
の
人
物
名
に
つ
い
て
、
基

本
的
に
天
皇
と
な
る
人
物
に
は
「
尊
」
が
付
け
ら
れ
、
兄
弟
で
あ
っ
て
も

他
の
人
名
に
は
「
命
」
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
使
い
分
け
に
も
繋
が
っ
て
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い
る
。
今
、「
天
下
の
主
者
」
と
し
て
生
み
成
さ
れ
た
四
神
の
中
で
、
本

文
に
お
い
て
こ
の
「
尊
」
が
付
け
ら
れ
る
の
は
素
戔
嗚
尊
の
み
と
い
う
点

は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
神
・
月
神
に
つ
い
て
は
一
書
に
「
尊
」
が

見
え
る
が
、
正
文
で
は
使
わ
れ
な
い
と
い
う
点
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
日
神
の
場
合
は
、
正
文
の
本
文
中
に
「
貴
」
が
見
ら

れ
、
注
記
に
「
一
書
云
」
と
し
て
「
大
神
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
が
「
尊
」
以
上
に
尊
重
さ
れ
た
神
の
称
号
で
あ
る
と
言
え
る
の
か

ど
う
か
も
含
め
て
、
更
に
確
認
し
て
行
き
た
い
。
以
下
は
日
月
神
及
び
蛭

児
と
素
戔
嗚
尊
の
五
段
各
一
書
に
お
け
る
神
名
表
記
で
あ
る（
３
）。

大
日
孁
尊
／
月
弓
尊
／
素
戔
嗚
尊　
（
一
書
一
）

日
・
月
／
蛭
児
／
素
戔
嗚
尊　
（
一
書
二
）

天
照
大
神
／
月
読
尊
／
素
戔
嗚
尊　
（
一
書
六
）

天
照
大
神
／
月
夜
見
尊
／
素
戔
嗚
尊　
（
一
書
十
一
）

　

一
書
一
で
は
所
謂
三
貴
子
が
み
な
「
尊
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外

で
は
、
一
書
二
に
は
素
戔
嗚
の
み
に
「
尊
」
が
見
え
、
一
書
六
と
一
書

十
一
の
場
合
は
、
月
読
と
素
戔
嗚
に
は
「
尊
」
が
付
く
が
、
天
照
は
「
大

神
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
の
第
六
段
・
第
七
段
で
は
諸
伝
が
所
謂
「
天

照
」
系
・「
日
神
」
系
に
分
か
れ
る
わ
け
だ
が
、「
日
神
」
系
の
場
合
は
当

然
な
が
ら
「
尊
」
は
付
か
な
い
し
、
天
照
系
は
「
大
神
」
で
あ
る
。「
大
神
」

が
尊
称
と
し
て
ど
の
程
度
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
か
、
他
の
例
を

確
認
す
る
と
、
五
段
一
書
六
に
、
泉
津
平
坂
を
塞
い
だ
磐
石
を
「
泉
門
塞

之
大
神
亦
は
道
返
大
神
」
と
言
い
、
筒
男
三
神
を
「
住
吉
大
神
」
と
言
っ

て
い
る
の
が
見
え
る
。
そ
れ
以
外
で
は
、
八
段
一
書
四
に
、
素
戔
嗚
尊
の

子
五
十
猛
神
を
「
紀
伊
国
に
坐
し
ま
す
大
神
」
と
記
載
す
る
例
の
他
、「
猨

田
彦
大
神
」（
九
段
一
書
一
）
が
見
え
る
。
ま
た
、
神
武
紀
以
降
で
は
「
大

物
主
大
神
・
伊
勢
大
神
・
大
倭
大
神
・
笥
飯
大
神
・
土
左
大
神
」
な
ど
も

見
ら
れ
、
確
か
に
他
の
神
や
命
、
ま
し
て
や
神
・
命
の
尊
称
の
付
か
な
い

多
く
の
神
々
に
比
べ
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
は
言

え
る
が
、「
尊
」と
は
そ
の
意
味
付
け
、位
置
付
け
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
貴
」
の
方
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
ち
ら
は
「
大
己
貴
神
（
大
己

貴
命
）」の
例
が
あ
る
の
で
、や
は
り
特
別
な
存
在
で
あ
る
と
は
い
え
る
が
、

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
尊
」
を
越
え
る
存
在
を
示
す
か
と
い
う
と
、

そ
の
よ
う
に
認
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。「
貴
」
に
つ
い
て
は
、
あ
と

は
六
段
一
書
三
で
、
ウ
ケ
ヒ
で
誕
生
し
た
三
女
神
を
「
道
主
貴
」
と
呼
ぶ

例
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る（
４
）。
神
武
紀
に
は
「
大
日
孁
尊
」「
天
照
大
神
」

の
表
記
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
大
日
孁
尊
」
も
そ
の
名
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
る（
５
）。
し
か
し
、
誕
生
の
場
面
で
の
正
文
で
唯
一

素
戔
嗚
尊
の
み
に
「
尊
」
が
付
く
こ
と
は
、
後
々
の
、
ウ
ケ
ヒ
に
よ
る
子

生
み
や
、
火
瓊
瓊
杵
尊
の
子
の
名
前
、
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
の
子

の
名
前
の
場
合
と
合
わ
せ
て
や
は
り
意
味
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
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（
後
述
）、誕
生
か
ら
根
国
行
き
の
間
、正
文
・
一
書
す
べ
て
に
お
い
て「
素

戔
嗚
尊
」
で
ゆ
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
点
と
あ
わ
せ
て
、
や
は
り
拘
っ
て
み
る

べ
き
問
題
な
の
で
は
な
い
か
。

　

天
照
大
神
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
確
認
を
し
て
み
る
と
、
正
文
で
は

「
授
く
る
に
天
上
の
事
を
以
ち
て
す
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
天
上
界
の
統
治

と
い
っ
た
よ
う
な
明
確
な
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
月
神

に
対
し
て
「
日
に
配
べ
て
治
ら
す
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
「
治
」
の
字
が

見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
が
統
治
と
い
う
意
味
を
持
つ
か
否
か
は
は
っ
き
り

し
な
い
。ま
た
、諾
冉
二
神
の
発
言
も
、後
の
素
戔
嗚
尊
に
対
し
て
は「
勅
」

が
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
神
・
月
神
へ
の
発
言
は
「
曰
」
と
な
っ

て
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
明
瞭
な
司
令
の
言
葉
と
い
う
位
置
づ
け
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
一
書
一
で
は
、「
即
ち
大
日
孁
尊
と
月
弓
尊
と
は
、
並

び
に
是
質
性
明
麗
し
。
故
、
天
地
に
照
臨
ま
し
め
た
ま
ふ
」
と
あ
っ
て
、

「
照
臨
」
は
天
下
を
治
め
る
意
と
見
ら
れ
る
の
で（
６
）、
大
日
孁
尊
と
月
弓
尊

と
が
天
地
を
支
配
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
尊
」

と
い
う
称
号
を
持
つ
こ
と
と
関
わ
っ
て
の
こ
と
と
も
言
え
る
。

　
『
古
事
記
』
の
上
巻
を
見
る
限
り
、
天
照
大
御
神
は
一
部
の
例
外
を
除

い
て
「
大
御
神
」
で
表
記
さ
れ
、
他
の
神
と
の
差
別
化
が
為
さ
れ
て
い

る（
７
）。
月
読
は
「
命
」
で
あ
り
、
須
佐
之
男
も
基
本
は
「
命
」
で
あ
っ
て
、

そ
の
違
い
は
明
瞭
で
あ
る
。
須
佐
之
男
命
の
場
合
は
根
の
堅
州
国
に
行
っ

て
後
「
大
神
」
と
称
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
に
成
長
を
読
み
取
る
こ
と
も
出

来
る
が
、
な
お
「
大
御
神
」
に
は
及
ば
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、『
古

事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
と
の
位
置
づ

け
が
同
じ
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る（
８
）。

二
　
男
神
を
生
む
素
戔
嗚
尊

　

さ
て
、
五
段
正
文
は
、
諾
冉
二
神
が
素
戔
嗚
尊
に
対
し
て
「
汝
甚
だ
無

道
し
。
以
ち
て
宇
宙
に
君
臨
た
る
べ
か
ら
ず
。
固
当
遠
く
根
国
に
適
れ
」

と
い
う
「
勅
」
を
発
し
、
素
戔
嗚
尊
が
「
逐
」
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
終

わ
る
。
素
戔
嗚
尊
の
神
話
は
、
基
本
的
に
「
根
国
」
に
行
く
ま
で
の
過
程

が
描
か
れ
る
形
で
展
開
し
て
い
る
。
一
書
一
は
「
故
、
下
し
て
根
国
を
治

ら
し
め
た
ま
ふ
」
で
終
わ
る
。
一
書
二
に
は
、
二
神
の
「
勅
」
で
「
故
、

汝
は
以
ち
て
極
め
て
遠
き
根
国
を
馭
ら
す
べ
し
」
と
あ
る
。
一
書
六
で
は

「
吾
は
母
に
根
国
に
従
は
む
と
欲
ひ
、
只
に
泣
く
の
み
」
と
い
っ
た
素
戔

嗚
尊
に
対
し
、
伊
奘
諾
尊
が
「
情
の
任
に
行
ね
」
と
い
っ
て
「
逐
」
ふ
。

正
文
、
一
書
一
、一
書
二
で
は
命
令
に
よ
っ
て
、
一
書
六
で
は
自
ら
の
意

志
に
よ
っ
て
、素
戔
嗚
尊
は
根
国
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。こ
の
流
れ
は
、

第
六
段
の
は
じ
ま
り
、
そ
し
て
第
八
段
の
末
尾
に
も
以
下
の
よ
う
に
繰
り

返
し
記
さ
れ
、
第
六
～
第
八
段
の
基
本
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
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て
い
る
。

【
第
六
段
正
文
冒
頭
部
】

是
に
素
戔
嗚
尊
、
請
ひ
て
曰
さ
く
、「
吾
今
し
教
を
奉
り
て
根
国
に

就
り
な
む
と
す
。
故
、
暫
く
高
天
原
に
向
ひ
、
姉
と
相
見
え
て
、
後

に
永
に
退
り
な
む
と
欲
ふ
」
と
ま
を
す
。

【
第
八
段
正
文
の
末
】

已
に
し
て
素
戔
嗚
尊
、
遂
に
根
国
に
就
で
ま
す
。

　

右
の
よ
う
に
、
第
六
段
は
素
戔
嗚
尊
の
根
国
行
き
の
話
題
と
、
伊
奘
諾

尊
の
隠
退
の
話
題
で
は
じ
ま
る
。
第
五
段
が
、
伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
を

中
心
と
す
る
段
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
第
六
段
か
ら
は
素
戔
嗚
尊

を
中
心
と
す
る
段
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
第
六
段
は
素
戔
嗚

尊
と
天
照
大
神
と
の
ウ
ケ
ヒ
を
中
心
と
す
る
段
で
あ
る
。
ウ
ケ
ヒ
神
話
に

つ
い
て
は
、『
古
事
記
』
と
の
比
較
に
お
い
て
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
て

い
る
が
、
ウ
ケ
ヒ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
子
神
の
帰
属
と
素
戔
嗚
尊
の
心
の

問
題
を
中
心
に
据
え
て
、
一
応
記
述
内
容
を
確
認
し
て
行
き
た
い
。

　
『
古
事
記
』
の
場
合
は
ウ
ケ
ヒ
の
前
提
を
設
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
そ

の
特
質
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
の
場
合
が

例
外
な
く
前
提
が
示
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
『
日
本
書
紀
』
の
前
提
と
は
正

反
対
の
勝
利
宣
言
を
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
命
が
す
る
こ
と
と
関
わ
っ

て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の
場
合
、
正
文
に
、「
如
し
吾
が
生
ま
む
、
是
女

な
ら
ば
、
濁
心
有
り
と
以
為
ほ
す
べ
し
。
若
し
是
男
な
ら
ば
、
清
心
有
り

と
以
為
ほ
す
べ
し
」
と
素
戔
嗚
尊
が
発
言
し
、
一
書
一
で
は
日
神
が
、「
若

し
汝
が
心
明
浄
く
し
て
凌
奪
は
む
と
い
ふ
意
有
ら
ず
は
、汝
が
生
ま
む
児
、

必
当
ず
男
な
る
べ
し
」
と
い
う
。
一
書
二
で
は
素
戔
嗚
尊
が
「
誓
約
の
間

に
、
女
を
生
ま
ば
黒
心
と
為
ひ
た
ま
へ
。
男
を
生
ま
ば
赤
心
と
為
ひ
た
ま

へ
」
と
い
い
、
一
書
三
で
は
日
神
が
「
汝
、
若
し
姧
賊
之
心
有
ら
ず
は
、

汝
が
生
ま
む
子
、
必
ず
男
な
ら
む
」
と
い
い
、
七
段
一
書
三
に
も
素
戔
嗚

尊
の
言
葉
と
し
て
「
如
し
清
心
有
ら
ば
、
必
ず
男
を
生
ま
む
」
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
は
、
物
根
の
交
換
の
有
無
を
別
と
す
る
と
、
す
べ
て
に

お
い
て
素
戔
嗚
尊
が
男
神
を
生
ん
で
お
り
、
そ
の
最
初
に
生
ま
れ
る
子
に

「
勝
」
字
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
問
題
と
さ
れ
て

い
る
の
は
「
生
む
」
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
素
戔
嗚
尊
が
「
勝
」
で
あ
る
と

理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
点
、
従
来
の
見
解
と
し
て
は
、
子
の
帰

属
に
よ
っ
て
判
断
し
て
素
戔
嗚
尊
の
負
け
と
す
る
も
の
や
、
ウ
ケ
ヒ
の
結

果
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い
、
若
し
く
は
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
様
々

に
論
じ
ら
れ
て
い
る（
９
）。

し
か
し
、
後
に
も
確
認
す
る
よ
う
に
、
天
照
大
神

（
日
神
）と
素
戔
嗚
尊
と
の
や
り
と
り
か
ら
は
、素
戔
嗚
尊
が
男
神
を「
生
」

ん
だ
こ
と
は
双
方
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ど
ち
ら
に
帰
属
す

る
か
は
そ
の
後
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
素
戔
嗚
尊
の

心
の
清
濁
を
問
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
照
大
神
が
女
神
を
生
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ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
濁
」
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
正
文
で
は
、「
其

の
物
根
を
原
ぬ
れ
ば
、
八
坂
瓊
の
五
百
箇
御
統
は
、
是
吾
が
物
な
り
。
故
、

彼
の
五
男
神
は
、
悉
に
是
吾
が
児
な
り
」
と
い
っ
て
「
取
り
て
子
養
」
す

こ
と
と
な
る
。
一
書
一
の
場
合
は
物
根
の
交
換
が
な
く
、
従
っ
て
子
神
の

帰
属
を
定
め
る
言
葉
も
な
い
。
た
だ
「
故
、
素
戔
嗚
尊
、
既
に
勝
て
る
験

を
得
つ
」
と
し
て
日
神
が
素
戔
嗚
尊
に
悪
意
が
な
い
こ
と
を
知
る
と
す
る

の
み
で
あ
る
。
一
書
二
で
は
、
物
根
の
交
換
に
つ
い
て
は
記
す
が
、
子
の

帰
属
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
な
い
。「
爾
云
ふ
」
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ

た
可
能
性
は
あ
る
が
、
皇
室
の
系
譜
に
連
な
る
重
要
な
部
分
を
省
略
す
る

こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う
か
不
審
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
一
書
二
の
み
、
最

初
に
生
ま
れ
た
子
が
「
天
穂
日
命
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
素
戔
嗚
尊
の

子
と
し
て
最
初
に
「
天
忍
骨
尊
」
を
挙
げ
な
い
た
め
、
加
え
て
出
雲
国
造

に
連
な
る
天
穂
日
命
と
素
戔
嗚
尊
の
関
係
を
強
調
す
る
た
め
か
も
知
れ
な

い
。
次
に
一
書
三
は
、
物
根
の
交
換
は
な
い
の
だ
が
、「
故
、
日
神
、
方

に
素
戔
嗚
尊
元
よ
り
赤
心
有
り
け
り
と
知
ろ
し
め
し
、
便
ち
其
の
六
男
を

取
り
て
日
神
を
取
り
て
日
神
の
子
と
し
、
天
原
を
治
ら
し
め
た
ま
ひ
、
即

ち
日
神
の
生
み
た
ま
へ
る
三
女
神
を
以
ち
て
は
、
葦
原
中
国
の
宇
佐
島
に

降
居
さ
し
め
た
ま
ふ
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
と
い
っ
た
理
由
も
な
く
男
神
を

日
神
の
子
と
し
て
い
る
が
、
先
述
の
通
り
男
神
を
生
ん
だ
の
は
素
戔
嗚
尊

で
あ
り
、
女
神
を
生
ん
だ
の
は
日
神
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
七
段
一
書
三
で
は
素
戔
嗚
尊
自
ら
が
「
吾
が
清
心
を
以
ち
て
生
め

る
児
等
も
、
姉
に
奉
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
子
の
帰

属
に
つ
い
て
触
れ
る
場
合
は
、
基
本
的
に
男
神
は
天
照
大
神
（
日
神
）
の

子
と
位
置
付
け
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
男
神
を
生
む
の
は
素
戔
嗚
尊
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
く
、
従
っ
て
素
戔
嗚
尊
の
「
清
心
」
は
認
め

ら
れ
た
も
の
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
生
ま
れ
た
男
神
の
名
は
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

【
正
文
】　�

正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
／
天
穂
日
命
／
天
津
彦
根

命
／
活
津
彦
根
命
／
熊
野
櫲
樟
日
命

【
一
書
一
】�正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
骨
尊
／
天
津
彦
根
命
／
活
津
彦
根

命
／
天
穂
日
命
／
熊
野
忍
蹈
命

【
一
書
二
】�天
穂
日
命
／
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
骨
尊
／
天
津
彦
根
命

／
活
津
彦
根
命
／
熊
野
櫲
樟
日
命

【
一
書
三
】�勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
／
天
穂
日
命
／
天
津
彦
根
命
／
活
津

彦
根
命
／
熯
之
速
日
命
／
熊
野
忍
蹈
命
（
亦
名
熊
野
忍
隅

命
）

　
　
【
七
段
一
書
三
】
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
根
尊
／
天
穂
日
命
／
天

津
彦
根
命
／
活
目
津
彦
根
命
／
熯
速
日
命
／
熊
野
大
角
命

　

先
述
の
通
り
一
書
二
の
み
が
最
初
に
生
ま
れ
た
子
神
の
名
を
異
に
す
る

が
、
共
通
す
る
の
は
、「
天
忍
穂
耳
尊
（
天
忍
骨
尊
・
天
忍
穂
根
尊
）
の
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み
「
尊
」
が
付
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
「
命
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
み
な
素
戔
嗚
尊
が
生
ん
だ
子
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す

れ
ば
、
こ
の
「
尊
」
は
素
戔
嗚
尊
か
ら
継
承
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
か
ら
素
戔
嗚
尊
へ
、
そ
し
て
天
忍
穂
耳

尊
へ
、
と
継
承
さ
れ
、
火
瓊
瓊
杵
尊
・
彦
火
火
出
見
尊
・
彦
波
瀲
武
鸕
鷀

草
葺
不
合
尊
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
や
が
て
神
日
本
磐
余
彦
尊

（
神
武
天
皇
）
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
皆
、
神
武
天
皇
に
連
な
る
存
在
の

み
に
「
尊
」
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
今
更
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
神
代
上
第
五
段
が
伊
奘
諾
尊
・
伊

奘
冉
尊
、
第
六
段
～
第
八
段
が
素
戔
嗚
尊
、
神
代
下
第
九
段
が
火
瓊
瓊
杵

尊
、
第
十
段
が
彦
火
火
出
見
尊
、
第
十
一
段
が
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺
不
合

尊
の
紀
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
は
じ
め
に
述

べ
た
よ
う
に
、
神
代
下
は
そ
れ
ぞ
れ
の
御
陵
記
事
で
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
伊
奘
諾
尊
の
場
合
は
第
六
段
正
文
の
は
じ
め
に
、

是
の
後
に
伊
奘
諾
尊
、
神
功
既
に
畢
へ
、
霊
運
り
遷
り
ま
し
な
む
と

し
た
ま
ふ
。
是
を
以
ち
て
幽
宮
を
淡
路
の
洲
に
構
り
、
寂
然
に
長
に

隠
れ
ま
し
き
。
亦
曰
く
、
伊
奘
諾
尊
、
功
既
に
至
れ
り
、
徳
も
大
き

に
ま
せ
り
。
是
に
天
に
登
り
報
命
し
た
ま
ふ
。
仍
り
て
日
の
少
宮
に

留
り
宅
み
た
ま
ふ
と
い
ふ
。

と
あ
り
、
こ
れ
が
伊
奘
諾
尊
神
話
の
終
わ
り
に
位
置
し
、
一
方
の
素
戔
嗚

尊
の
場
合
は
「
根
国
」
に
行
く
こ
と
が
そ
の
活
動
の
終
焉
に
当
た
る
こ
と

に
な
る
。
火
瓊
瓊
杵
尊
以
降
、
歴
代
天
皇
に
至
る
ま
で
「
崩
」
が
そ
の
終

焉
に
当
た
る
の
に
対
し
て
、
神
代
上
で
は
そ
れ
が
異
界
へ
の
移
動
に
よ
っ

て
終
焉
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
な
お
、「
根
国
」
に
つ
い
て
は

後
に
触
れ
た
い
）。
こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
素
戔

嗚
尊
は
ど
の
伝
に
お
い
て
も
男
神
を
生
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て

そ
の
心
は
「
清
心
」「
心
明
浄
」「
赤
心
」
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
提
条
件
を
設
け
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女

神
を
生
ん
だ
か
ら
「
勝
」
で
あ
る
と
自
ら
が
宣
言
す
る
『
古
事
記
』
と
は

異
な
り
、『
日
本
書
紀
』
の
場
合
は
素
戔
嗚
尊
の
「
勝
」
が
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
も
『
古
事
記
』
の
場
合
は
須
佐
之
男
命
自
身

が
「
我
が
生
め
る
子
は
、
手
弱
女
を
得
つ
」
と
言
っ
て
、
女
神
を
「
生
ん

だ
」
こ
と
を
強
調
し
、
天
照
大
御
神
の
「
詔
別
」
と
合
わ
せ
て
、
天
忍
穂

耳
命
と
須
佐
之
男
命
と
の
関
係
を
『
日
本
書
紀
』
以
上
に
切
り
離
そ
う
と

い
う
意
識
が
強
い
。『
日
本
書
紀
』
は
逆
に
素
戔
嗚
「
尊
」
か
ら
天
忍
穂

耳
「
尊
」
が
生
ま
れ
る
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
関
係
性
を
強
く
は
否
定
せ

ず
、
認
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
素
戔
嗚
尊
は

「
無
道
」「
無
頼
」「
性
残
害
」
に
よ
っ
て
根
国
行
き
を
命
じ
ら
れ
た
わ
け

だ
が
、
そ
の
心
は
「
清
心
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
天
上
界
に
お
い
て

一
旦
認
め
ら
れ
る
と
い
う
展
開
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
に
地
上
界
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に
お
い
て
も
「
清
地
」
と
関
わ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
心
の
あ
り
よ

う
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
「
濁
心
」
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
こ

れ
も
『
古
事
記
』
以
上
に
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
善
悪
」

と
は
異
な
る
次
元
の
も
の
と
し
て
、
心
の
清
浄
が
天
上
界
、
地
上
界
そ
れ

ぞ
れ
に
保
証
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
神
が
や
は
り
皇
室
の
祖
先
神
と
し
て
の

位
置
付
け
を
担
う
神
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

三
　
第
七
段
・
第
八
段
の
素
戔
嗚
尊

　

続
い
て
第
七
段
を
、
天
照
大
神
の
位
置
づ
け
と
関
連
さ
せ
つ
つ
確
認
し

て
行
く
。
第
六
段
正
文
と
同
様
、
第
七
段
も
冒
頭
は
素
戔
嗚
尊
を
主
体
と

し
て
話
が
展
開
す
る
。「
是
の
後
に
、
素
戔
嗚
尊
の
為
行
甚
だ
無
状
し
」

で
は
じ
ま
り
、
し
ば
ら
く
素
戔
嗚
尊
の
乱
暴
行
為
が
続
い
た
後
、
天
照
大

神
を
主
語
と
し
て
、「
是
の
時
に
、
天
照
大
神
驚
動
き
、
梭
を
以
ち
て
身

を
傷
ま
し
め
た
ま
ふ
。
此
に
由
り
て
発
慍
り
て
、
乃
ち
天
石
窟
に
入
り
ま

し
、
磐
戸
を
閉
し
て
幽
居
す
。
故
、
六
合
の
内
常
闇
に
し
て
、
昼
夜
の
相

代
も
知
ら
ず
」
と
記
述
す
る
。
天
照
大
神
が
籠
も
っ
た
影
響
に
つ
い
て
正

文
は
「
六
合
の
内
常
闇
に
し
て
、
昼
夜
の
相
代
も
知
ら
ず
」
と
す
る
の
み

で
『
古
事
記
』
の
よ
う
に
「
万
の
妖
」
が
起
こ
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、

ま
た
磐
戸
か
ら
出
現
し
た
際
に
は
、
特
に
天
上
界
・
地
上
界
が
「
自
ら
照

り
明
る
」（『
古
事
記
』）
等
の
描
写
も
な
い
。
一
書
一
に
も
「
是
に
天
下

恒
闇
に
し
て
、
復
昼
夜
の
殊
も
無
し
」
と
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
素
戔
嗚

尊
の
乱
暴
行
為
の
中
に
「
新
宮
」
に
「
放

」
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

関
係
上
、
天
照
大
神
を
天
界
の
中
心
的
存
在
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ

と
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
が
、『
古
事
記
』
の
よ
う
に
司
令
神
の
誕
生
と

い
う
要
素
は
希
薄
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。こ
の
点
は
、神
代
下
に
至
っ

た
後
に
、
天
照
大
神
よ
り
も
基
本
的
に
は
高
皇
産
霊
尊
を
皇
祖
神
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
と
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
一
書
二
に
は
正
文

と
同
じ
よ
う
に
、「
日
神
の
新
嘗
き
こ
し
め
さ
む
と
す
る
時
に
及
至
り
て
、

素
戔
嗚
尊
、
則
ち
新
宮
の
御
席
の
下
に
、
陰
に
自
ら
送
糞
る
」
と
見
え
る

が
、
磐
屋
に
籠
も
っ
た
時
の
影
響
や
現
れ
た
際
の
影
響
に
関
す
る
描
写
は

な
い
。
一
書
三
に
の
み
「
則
ち
引
き
開
け
し
か
ば
、
日
神
の
光
六
合
に
満

つ
」
と
い
う
描
写
が
見
え
る
が
、
や
は
り
日
神
の
出
現
と
し
て
の
自
然
神

話
的
要
素
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
第
七
段
は
、
勿
論
天
照
大
神
（
日
神
）
の
石
窟
籠
り
と
、
神
々
の

活
躍
、
そ
し
て
石
窟
か
ら
の
出
現
を
語
る
神
話
で
は
あ
る
の
だ
が
、
は
じ

ま
り
が
素
戔
嗚
尊
で
あ
り
、
終
わ
り
も
、
正
文
が
「
已
に
し
て
竟
に
逐
降

ひ
き
」、一
書
二
に
は「
遂
に
神
逐
の
理
を
以
ち
て
逐
ふ
」と
あ
る
よ
う
に
、

素
戔
嗚
尊
の
行
動
を
基
本
線
と
し
て
描
い
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
の
で
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あ
る
。

　

続
く
第
八
段
は
、
出
雲
へ
の
降
臨
、
八
岐
大
蛇
退
治
、
大
己
貴
神
の
誕

生
、
そ
し
て
根
国
行
き
が
描
か
れ
る
。『
古
事
記
』
の
よ
う
に
、
大
国
主

神
に
よ
る
国
作
り
を
描
か
な
い
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
は
、
素
戔
嗚
尊

の
八
岐
大
蛇
退
治
が
最
も
大
き
な
国
作
り
の
神
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
正
文
で
は
、
大
己
貴
命
誕
生
で
話
が
終
わ
り
、
そ
の
ま
ま

神
代
下
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
第
九
段
の
葦
原
中
国
平
定
の
神

話
で
、
出
雲
平
定
が
そ
の
ま
ま
葦
原
中
国
の
平
定
に
な
ら
な
い
の
は
、
大

己
貴
神
に
そ
れ
だ
け
の
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

勿
論
、
大
己
貴
神
誕
生
か
ら
い
き
な
り
葦
原
中
国
平
定
の
際
の
、
葦
原
中

国
側
の
代
表
と
し
て
第
九
段
に
登
場
し
て
く
る
不
自
然
さ
は
、
一
書
の
存

在
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
る（

（1
（

。

　

正
文
で
は
、出
雲
国
の
簸
の
川
上
へ
の
降
臨
、八
岐
大
蛇
退
治
、「
清
地
」

へ
の
移
動
、
奇
稲
田
姫
と
の
結
婚
、
大
己
貴
神
の
誕
生
、
素
戔
嗚
尊
の
根

国
行
き
と
い
う
よ
う
に
展
開
す
る
。
一
書
一
で
は
素
戔
嗚
尊
の
出
雲
の
簸

の
川
上
降
臨
の
後
、
八
岐
大
蛇
退
治
の
話
は
な
く
、
稲
田
姫
と
結
婚
し
て

「
清
」
の
名
を
持
つ
子
神
を
生
む
。
こ
の
五
世
孫
と
し
て
大
国
主
神
が
生

ま
れ
る
。
一
書
二
で
は
安
芸
国
の
可
愛
の
川
上
に
降
っ
て
八
岐
大
蛇
を
退

治
し
た
後
に
誕
生
し
た
奇
稲
田
媛
を
率
い
て
出
雲
国
の
簸
の
川
上
に
遷

り
、
媛
の
成
長
後
に
妻
と
し
、
生
ま
れ
た
六
世
孫
が
大
己
貴
命
で
あ
る
と

す
る
。
そ
し
て
一
書
三
は
、
奇
稲
田
媛
を
妻
と
し
た
い
と
思
っ
た
素
戔
嗚

尊
が
、
八
岐
大
蛇
を
退
治
す
る
と
こ
ろ
ま
で
で
話
は
終
わ
っ
て
い
る
。
正

文
、
一
書
一
・
二
を
見
る
と
、
大
己
貴
神
の
誕
生
は
「
清
（
ス
ガ
）」
と
深

く
関
わ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
書
一
～
三
に
は
、
根
国
行
き
の
話
は
な
い

が
、
正
文
に
よ
れ
ば
根
国
は
「
清
（
ス
ガ
）」
の
地
か
ら
向
か
う
場
所
の

よ
う
に
見
え
る
。
さ
て
、
一
書
四
と
五
は
、
話
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
大
己
貴
命
の
誕
生
が
語
ら
れ
な
い
で
、
代
わ
り
に
子
神
と
し
て

五
十
猛
神
等
が
登
場
す
る
。
し
か
も
一
書
四
で
は
ま
ず
五
十
猛
神
を
伴
っ

て
新
羅
国
に
降
る
と
い
う
話
に
な
る
。
そ
の
後
に
舟
を
作
っ
て
出
雲
国
の

簸
の
川
上
の
鳥
上
峰
に
到
る
と
す
る
。
そ
こ
で
八
岐
大
蛇
を
退
治
す
る
こ

と
を
記
し
た
後
に
、
草
薙
剣
を
天
に
献
上
す
る
話
を
載
せ
た
後
、
五
十
猛

神
が
天
か
ら
降
臨
す
る
際
に
樹
種
を
持
っ
て
き
て
大
八
洲
国
に
植
え
、
国

内
を
青
山
に
な
し
た
と
す
る
功
績
を
記
し
、
こ
れ
が
今
の
紀
国
の
大
神
で

あ
る
と
す
る
。一
書
五
も
樹
木
の
繁
殖
に
関
す
る
記
述
を
載
せ
る
。「
韓
郷
」

は
金
銀
の
あ
る
国
で
あ
り
、「
若
使
吾
が
児
の
御
ら
す
国
に
、
浮
宝
有
ら

ず
は
是
佳
か
ら
じ
」、
即
ち
、「
金
銀
の
あ
る
韓
郷
へ
渡
る
た
め
の
舟
が
、

我
が
子
が
治
め
る
国
に
な
い
の
は
、
宜
し
く
な
い
」
と
宣
言
を
し
て
、
自

ら
の
鬚
髯
・
胸
毛
・
尻
毛
・
眉
毛
を
抜
き
散
ら
し
て
各
種
の
樹
木
と
な
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
合
わ
せ
て
舟
な
ど
を
造
ら
せ
る
と
あ
る
。
ま
た
素
戔

嗚
尊
の
子
神
の
五
十
猛
神
・
大
屋
津
姫
命
・
枛
津
姫
命
も
木
種
を
蒔
き
、
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素
戔
嗚
尊
に
よ
っ
て
紀
国
に
送
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
素
戔
嗚
尊
は
熊

成
峰
か
ら
根
国
に
入
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
書
四
・
五
か
ら
窺

え
る
こ
と
は
、
素
戔
嗚
尊
降
臨
が
朝
鮮
半
島
と
関
わ
る
こ
と
、
朝
鮮
半
島

は
金
銀
の
あ
る
国
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
渡
っ
て
く
る
、
若
し
く
は
そ

こ
に
渡
る
た
め
の
舟
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
後
の
、
神
功
皇
后
に
よ
る
新

羅
出
兵
を
思
わ
せ
る
描
写
と
な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
素
戔
嗚
尊
及
び
子
神

に
よ
る
木
種
の
散
布
と
い
う
要
素
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
八

岐
大
蛇
退
治
も
合
わ
せ
て
、
素
戔
嗚
尊
及
び
そ
の
子
神
に
よ
る
、
地
上
世

界
の
国
作
り
に
関
わ
る
伝
な
の
で
あ
ろ
う
。
第
八
段
は
、
天
界
を
追
わ
れ

た
素
戔
嗚
尊
と
そ
の
子
神
が
、
地
上
世
界
を
秩
序
化
す
る
様
を
描
い
て
お

り
、
一
書
四
・
五
は
そ
の
中
に
朝
鮮
半
島
も
含
め
る
形
に
な
っ
て
い
る
も

の
と
読
め
る
。『
古
事
記
』
と
の
比
較
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
書
六

に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
素
戔
嗚
尊
の
子
神
で
あ
る
大
己
貴
神
に
よ
る
国

作
り
で
あ
る
。
素
戔
嗚
尊
が
根
国
へ
と
去
っ
た
後
、
天
上
界
の
神
が
葦
原

中
国
を
平
定
し
よ
う
と
す
る
段
階
に
到
る
ま
で
の
間
を
つ
な
ぐ
の
が
八
段

一
書
六
と
な
る
。結
果
的
に
、素
戔
嗚
尊
の
国
作
り
を
継
承
す
る
役
割
を
、

し
か
も
出
雲
に
お
い
て
担
っ
た
の
が
、
大
己
貴
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
正
文
で
は
決
し
て
そ
こ
ま
で
描
こ
う
と
は
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
　
根
国
行
き

　

で
は
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
根
国
と
は
何
か（

（1
（

。
以
下
に
「
根
国
」
に

言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
改
め
て
列
挙
し
た
い
。

①�

「
汝
甚
だ
無
道
し
。
以
ち
て
宇
宙
に
君
臨
た
る
べ
か
ら
ず
。
固
当
遠

く
根
国
に
適
れ
」�

（
五
段
正
文
）

②�

素
戔
嗚
尊
は
是
性
残
害
る
こ
と
を
好
む
。
故
、
下
し
て
根
国
を
治
ら

し
め
た
ま
ふ�

（
五
段
一
書
一
）

③�

「
仮
使
汝
此
の
国
を
治
ら
さ
ば
、
必
ず
残
傷
る
所
多
け
む
。
故
、
汝

は
以
ち
て
極
め
て
遠
き
根
国
を
馭
ら
す
べ
し
」�

（
五
段
一
書
二
）

④
「
吾
は
母
に
根
国
に
従
は
む
と
欲
ひ
、
只
に
泣
く
の
み
」

�

（
五
段
一
書
六
）

⑤�

「
吾
今
し
教
を
奉
り
て
根
国
に
就
り
な
む
と
す
。
故
、
暫
く
高
天
原

に
向
ひ
、
姉
と
相
見
え
て
、
後
に
永
に
退
り
な
む
と
欲
ふ
」

�

（
第
六
段
正
文
）

⑥�

「
汝
が
所
行
甚
だ
無
頼
し
。
故
、
天
上
に
住
る
べ
か
ら
ず
。
亦
葦
原

中
国
に
も
居
る
べ
か
ら
ず
。
急
く
底
根
之
国
に
適
ね
」

�

（
七
段
一
書
三
）

⑦�
「
吾
、
更
昇
り
来
れ
る
所
以
は
、
衆
神
、
我
を
以
ち
て
根
国
に
処
く
。
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今
し
就
去
り
な
む
と
す
。
若
し
姉
と
相
見
え
ず
は
、
終
に
離
る
を
忍

ぶ
る
こ
と
能
は
じ
。故
、実
に
清
心
を
以
ち
て
復
上
来
つ
ら
く
の
み
。

今
は
覲
え
奉
る
こ
と
已
に
訖
り
ぬ
。
衆
神
の
意
の
随
に
、
此
よ
り
永

に
根
国
に
帰
り
な
む
。・
・
・
」�

（
七
段
一
書
三
）

⑧
已
に
し
て
素
戔
嗚
尊
、
遂
に
根
国
に
就
で
ま
す�

（
八
段
正
文
）

⑨�

然
し
て
後
に
素
戔
嗚
尊
、
熊
成
峰
に
居
し
ま
し
て
、
遂
に
根
国
に
入

り
た
ま
ふ�

（
八
段
一
書
五
）

　

既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
素
戔
嗚
尊
の
行
動
は
根
国
行
き
へ
の
「
勅
」

（
①
）
に
始
ま
っ
て
、
根
国
に
行
く
こ
と
で
終
わ
る
（
⑧
⑨
）
こ
と
が
わ

か
る
。「
根
国
」
と
い
う
語
が
素
戔
嗚
尊
の
神
話
に
一
貫
し
た
枠
組
み
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
「
天
下
の
主
者
」
を
生
も
う
と
し
た
中
で
、
そ
れ
に
相
応
し
く
な
い
も

の
と
し
て
根
国
統
治
を
命
じ
ら
れ
る
五
段
正
文
や
一
書
二
、
及
び
天
下
統

治
を
一
旦
任
さ
れ
た
五
段
一
書
六
に
拠
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
根
国
は

「
天
下
」
に
含
ま
れ
な
い
世
界
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。
そ
し
て
①
「
遠

く
」
③
「
極
め
て
遠
き
」
や
、
②
「
下
し
て
」
⑥
「
底
根
之
国
」
等
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
心
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
あ
り
、
下
方
に
認
識
さ
れ

る
地
で
あ
り
、
⑥
の
七
段
一
書
三
に
よ
れ
ば
、
天
上
に
も
葦
原
中
国
に
も

含
ま
れ
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
根
国
行
き
を
命
じ
ら
れ
る
際

に
は
そ
の
理
由
と
し
て「
無
道
」「
無
頼
」が
挙
げ
ら
れ
る
が
、「
無
道
」「
無

頼
」
の
素
戔
嗚
尊
が
存
在
し
得
る
場
所
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。
根
国

へ
と
向
か
う
最
終
地
点
が
八
段
正
文
で
は
出
雲
の
「
清
地
」
で
あ
る
点
か

ら
、
や
は
り
出
雲
と
関
連
付
け
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
八
段
一
書
五
の
「
熊
成
峰
」
を
朝
鮮
半
島
の
地
と
考
え
る
な
ら

ば（
（1
（

、「
天
下
」「
葦
原
中
国
」
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
は
な
る
。『
古
事
記
』
の
場
合
、「
根
の
堅
州
国
」
で
あ
っ
て
、

『
日
本
書
紀
』
の
「
根
国
」
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。『
古
事
記
』

で
あ
れ
ば
大
穴
牟
遅
神
が
大
国
主
神
へ
と
成
長
す
る
過
程
に
お
い
て
重
要

な
意
味
を
持
つ
場
所
で
あ
り
、
須
佐
之
男
命
が
そ
こ
に
関
わ
り
を
持
っ
て

く
る
。
し
か
し
、
大
己
貴
神
の
成
長
物
語
を
描
か
な
い
『
日
本
書
紀
』
で

は
「
根
国
」
が
具
体
的
に
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
古
事
記
』
で
は
大

国
主
神
の
国
作
り
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
世
界
と
し
て
「
根
の
堅
州
国
」

が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、『
日
本
書
紀
』
に
は
そ
こ
ま
で

の
意
味
合
い
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
伊
奘
冉
尊
の
神
避
を
描
か
な
い
正

文
で
あ
れ
ば
、
根
国
を
黄
泉
国
と
繋
げ
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る

（
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
④
の
場
合
の
み
で
あ
ろ
う
）。
そ
し
て
「
常
世
」

な
ど
と
も
異
な
っ
て
、
た
だ
素
戔
嗚
尊
の
み
が
関
わ
り
、
素
戔
嗚
尊
の
み

が
行
く
異
界
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
の
強
大
な
力
を
封
じ
込
め
る
た
め
に

あ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
場
所
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
単
に
秩
序
の
外
に
追
放
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
鎮
ま
る
べ
き
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と
こ
ろ
に
鎮
ま
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
き
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て

素
戔
嗚
尊
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。
皇
室
の
祖
先
神
と
し

て
の
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
天
上
界
に
も
地
上
界
に
も
留
ま
り
得
な
い
の

は
何
故
か
。
そ
も
そ
も
素
戔
嗚
尊
が
天
下
の
主
者
た
り
え
ず
、
根
国
行
き

を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
過
剰
な
暴
力
性
故
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の

暴
力
性
は
、
王
権
神
話
に
お
い
て
は
必
要
な
要
素
で
あ
り
、
王
権
が
成
り

立
っ
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
要
素
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か（
（1
（

。『
古
事
記
』
の
倭
建
命
が
典
型
的
で
あ
る
が
、
過
剰
な
暴
力
性
は
あ

る
段
階
に
お
い
て
、
国
家
を
成
り
立
た
せ
る
上
に
お
い
て
必
要
な
要
素
で

あ
る
。
崇
神
記
・
紀
の
、
大
物
主
神
の
祟
り
に
し
て
も
、
国
民
の
大
半
を

死
に
追
い
や
っ
た
神
が
、
皇
室
に
よ
っ
て
手
厚
く
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
展
開
も
、
同
様
に
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。『
日
本
書
紀
』

の
場
合
は
異
な
る
が
、『
古
事
記
』
の
場
合
は
初
代
天
皇
の
皇
后
に
あ
た

る
女
性
の
親
神
で
あ
る
大
物
主
神
が
、
人
民
を
絶
滅
の
一
歩
手
前
ま
で
追

い
込
む
と
い
う
恐
ろ
し
い
力
を
示
す
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
お
い

て
人
民
の
多
く
を
死
に
お
い
や
る
素
戔
嗚
尊
の
姿
は
祟
り
な
す
大
物
主
神

の
姿
に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
過
剰
な
力
は
国
を
成
り
立
た
せ
る
上

で
必
要
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
力
は
有
効
に
発
揮
し
な
け
れ
ば
、
逆

に
国
を
滅
ぼ
し
か
ね
な
い
と
い
う
力
を
有
す
る
。
素
戔
嗚
尊
の
力
は
そ
う

い
う
も
の
と
し
て
必
要
か
つ
危
険
な
も
の
で
あ
る
故
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

で
発
揮
さ
れ
な
が
ら
も
最
終
的
に
は
根
国
に
い
っ
て
永
遠
に
そ
こ
か
ら
戻

ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
プ
ラ
ス
に

も
マ
イ
ナ
ス
に
も
作
用
す
る
力
と
い
う
意
味
で
は
、
先
述
の
大
物
主
神
と

共
通
性
を
持
つ
し
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
も
共
通
性
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
は
、
繰
り
返
し
そ
う
し
た
存
在
、
強
力
な
力
が
要
求
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

特
に
素
戔
嗚
尊
と
日
本
武
尊
と
は
、『
日
本
書
紀
』
の
中
で
も
意
図
的

に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
名
前
の
問
題
が
あ

る
。
日
本
武
尊
は
、
自
ら
が
天
皇
に
な
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、「
尊
」

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
景
行
天
皇
と
播
磨
稲
日
大
郎
姫
と
の
間
に
生
ま
れ

た
二
男
子
（
一
書
云
を
含
め
る
と
三
男
子
）
の
中
で
、
兄
大
碓
で
は
な
く

弟
小
碓
に
「
尊
」
が
付
さ
れ
、
自
ら
は
皇
位
に
つ
く
こ
と
は
な
い
が
、
そ

の
子
の
足
仲
彦
尊
へ
と
皇
統
が
続
い
て
い
く
と
い
う
点
で
は
、
素
戔
嗚
尊

と
日
本
武
尊
と
は
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
後
々
崩
御
後
は
白
鳥
と
な
っ
て

翔
け
あ
が
り
、「
遂
に
高
く
翔
り
て
天
に
上
る
」
こ
と
に
な
る
が
、
地
上

世
界
に
留
ま
る
こ
と
が
な
く
、
異
世
界
へ
と
移
動
し
て
い
く
様
も
、
根
国

へ
と
移
動
し
た
素
戔
嗚
尊
と
重
な
る
面
が
あ
る
。
何
よ
り
、
八
岐
大
蛇
退

治
の
際
に
入
手
し
た
草
薙
剣
が
日
本
武
尊
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
と
い

う
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
。
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故
、
其
の
尾
を
割
裂
き
視
せ
ば
、
中
に
一
の
剣
有
り
。
此
所
謂
草
薙

剣
な
り
。
草
薙
剣
、
此
に
は
倶
娑
那
伎
能
都
留
伎
と
云
ふ
。
一
書
に
云
は
く
、
本
の
名
は
天
叢
雲

剣
。
蓋
し
大
蛇
居
る
上
に
、
常
に
雲
気
有
り
。
故
以
ち
て
、
名
く
る
か
。
日
本
武
皇
子
に
至
り
、
名
を

改
め
草
薙
剣
と
曰
ふ
と
い
ふ
。
素
戔
嗚
尊
の
曰
は
く
、「
是
、
神
し
き
剣
な
り
。

吾
、
何
ぞ
敢
へ
て
私
に
以
ち
て
安
か
む
や
」
と
の
た
ま
ひ
、
乃
ち
天

神
に
上
献
ぐ
。�

（
八
段
正
文
）

　

そ
の
過
剰
な
暴
力
性
に
よ
っ
て
父
に
疎
ま
れ
、
ひ
と
つ
と
こ
ろ
に
留
ま

る
こ
と
な
く
彷
徨
し
、
最
後
に
は
異
界
へ
と
去
る
と
い
う
展
開
は
、
む
し

ろ
『
古
事
記
』
の
倭
建
命
の
方
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
姿
に
重
な
る
も
の
の
よ
う

に
は
思
わ
れ
る
が
、「
力
能
く
鼎
を
扛
げ
、
猛
き
こ
と
雷
電
の
如
し
」「
形

は
則
ち
我
が
子
に
し
て
、実
は
則
ち
神
人
に
ま
し
ま
す
こ
と
を
」（
景
行
紀
）

と
父
景
行
天
皇
か
ら
称
さ
れ
る
よ
う
に
、尋
常
な
ら
ざ
る
力
を
有
す
る『
日

本
書
紀
』
の
日
本
武
尊
も
ま
た
、
素
戔
嗚
尊
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
日
本
書
紀
』
の
素
戔
嗚
尊
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
試

み
た
。
素
戔
嗚
尊
は
天
─
天
下
の
秩
序
の
外
と
し
て
の
根
国
に
逐
わ
れ
る

存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
説
か
れ
て
来
た

こ
と
で
は
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
異
義
を
唱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
神
代
上
に
お
い
て
は
こ
の
素
戔
嗚
尊
が
多
く
主
役
の
座
を
勤
め
て

お
り
、
そ
の
存
在
は
単
に
世
界
を
掻
き
回
し
、
は
ら
わ
れ
て
い
く
存
在
と

い
う
こ
と
に
は
留
ま
ら
ず
、
よ
り
皇
統
に
連
な
る
神
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
強
く
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
秩
序
の

範
囲
に
収
ま
ら
な
い
力
は
、「
無
道
」と
し
て
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
無
道
」
で
あ
る
と
い
う
性
情
は
、
誕
生
の
場
面
や
石
窟
神
話
の
場
面
に

お
い
て
発
揮
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
「
清
」
で
あ
る
こ
と
が
、
ウ
ケ
ヒ

神
話
や
「
清
（
ス
ガ
）」
の
地
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
お
り
、

そ
の
両
方
の
性
質
を
抱
え
込
み
つ
つ
、
王
権
の
祖
と
し
て
の
位
置
を
担
う

神
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
存
在
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、『
日
本
書
紀
』
の
こ
の
素
戔
嗚
尊
の
位
置
づ
け
は
、
高
皇
産
霊
尊
を

皇
祖
神
と
し
て
位
置
付
け
る
『
日
本
書
紀
』
に
と
っ
て
は
、
天
照
大
神
の

存
在
を
あ
ま
り
高
め
す
ぎ
な
い
と
い
う
意
図
と
も
関
わ
る
も
の
と
判
断
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

注（１
）	『
日
本
書
紀
』
訓
読
文
の
引
用
は
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書

紀
①
』
一
九
九
四
年
四
月
に
よ
る
。「
正
文
」
と
い
う
言
い
方
も
同
書
に
よ
る
。
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（
２
）	
神
野
志
隆
光
「
瑞
珠
盟
約
／
宝
鏡
開
始
」（『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
三

巻
八
号
、
一
九
八
八
年
七
月
）。

（
３
）	
以
下
、
正
文
と
各
一
書
と
を
合
わ
せ
て
見
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
正
文
と
一

書
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
基
本
的

に
は
正
文
が
所
謂
本
文
に
該
当
し
、
一
書
は
注
記
と
し
て
正
文
の
異
伝
や
補
足
等

の
情
報
を
記
載
す
る
も
の
と
捉
え
る
。
正
文
が
最
も
正
当
な
伝
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
を
前
提
と
し
つ
つ
、
一
書
を
合
わ
せ
読
む
こ
と
で
、
正
文

だ
け
で
は
充
分
に
理
解
し
難
い
神
話
文
脈
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
松
本
直
樹
は
、
正
文
を
「
主
文
」
と
呼
び
、
一
書

が
主
文
の
内
容
に
抵
触
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、「
そ
の
一
書
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
後
の
主
文
に
現
れ
る
新
し
い
理
念
が
説
得
力
を
持
つ
こ
と
も
あ
る

の
だ
。
こ
う
し
て
、
主
文
は
、
一
書
群
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
王
権
国
家
の
成
立

に
向
け
て
、
国
作
り
の
複
数
の
理
念
の
間
を
渡
り
歩
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
」
と
す

る
。
そ
の
考
え
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
（
松
本
直
樹
『
神
話
で
読
み
と
く
古
代

日
本
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年
六
月
）。

（
４
）	

溝
口
睦
子
は
、「
道
主
貴
」
が
宗
像
三
神
の
別
称
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
大
日
孁

貴
」
と
「
道
主
貴
」
の
二
神
は
あ
る
時
期
皇
室
か
ら
特
に
重
要
視
さ
れ
尊
崇
さ
れ

た
神
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
（
溝
口
睦
子
「
ア
マ
テ
ラ
ス
」『
王
権
神

話
の
二
元
構
造
─
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
─
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇

年
一
二
月
）。

（
５
）	「
大
日
孁
尊
」
の
表
記
と
合
わ
せ
、
神
武
紀
の
東
征
説
話
の
中
に
は
「
日
神
」
の

子
孫
と
し
て
の
神
武
天
皇
兄
弟
の
立
場
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
と
、
神
代
巻

に
お
け
る
天
照
大
神
の
扱
い
の
関
連
性
や
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
本
稿
で
は
神
武
紀
の
問
題
ま
で
は
扱
え
ず
、
あ
く
ま
で
も
神
代
巻
の
問
題
に

留
ま
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
注
（
３
）
で
触
れ
た
よ
う
に
正
文
と
一
書
と
を
総

合
的
に
読
む
こ
と
で
、
神
代
紀
と
神
武
紀
と
の
繋
が
り
が
可
能
と
な
る
と
い
う
面

は
指
摘
出
来
よ
う
。

（
６
）	

注
（
１
）
前
掲
書
、
三
八
頁
頭
注
。

（
７
）	

葦
原
中
国
の
平
定
で
、
天
忍
穂
耳
命
が
天
浮
橋
か
ら
高
天
原
に
帰
還
し
た
直
後
の

場
面
の
み
「
天
照
大
神
」
と
な
っ
て
い
て
、
諸
本
異
同
が
な
い
（
真
福
寺
本
上
巻

四
四
五
行
目
）。
な
お
、
中
巻
神
武
記
で
は
「
大
御
神
」
で
は
な
く
「
大
神
」
で

登
場
す
る
。

（
８
）	『
古
事
記
』
に
お
い
て
須
佐
之
男
が
「
命
」
か
ら
「
大
神
」
へ
と
成
長
す
る
と
い

う
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
権
東
祐
の
論
に
詳
し
い
（
権
東
祐
「『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
変
貌
像
」『
ス
サ
ノ
ヲ
の
変
貌　

古
代
か
ら
中
世
へ
』法
藏
館
、

二
〇
一
三
年
二
月
）。

（
９
）	

例
え
ば
矢
嶋
泉
は
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
ウ
ケ
ヒ
の
勝
ち
負
け
は
第
七
段
へ
の

展
開
の
た
め
に
意
図
的
に
曖
昧
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
説
き
（「
記
紀
〈
ウ

ケ
ヒ
〉
神
話
の
読
み
─
『
古
事
記
』
を
中
心
と
し
て
─
」『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』

六
四
、一
九
八
四
年
一
二
月
）、
神
野
志
隆
光
は
、「
清
心
」
の
証
明
如
何
を
問
題

と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
す
る
（
注
（
２
）
前
掲
論
文
）。
ま
た
、

権
東
祐
は
、
天
照
大
神
の
「
勅
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
女
神
の
帰
属
が
素
戔
嗚
尊

と
な
っ
た
こ
と
で
、
素
戔
嗚
尊
の
濁
心
（
悪
心
）
が
確
定
し
た
と
述
べ
る
（「『
日

本
書
紀
』
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
変
貌
像
」、
注
（
８
）
前
掲
書
所
収
）。

（
10
）	

神
野
志
隆
光
、
注
（
２
）
前
掲
論
文
参
照
。
神
野
志
は
、「『
日
本
書
紀
』
に
お
け

る
イ
ハ
ト
の
話
を
、
全
体
的
な
作
品
構
造
の
な
か
で
捉
え
つ
つ
、
そ
こ
で
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
至
上
神
や
皇
祖
神
と
呼
び
う
る
よ
う
な
ア
マ
テ
ラ
ス
は
語

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、「
日
神
的
な
限
定
の
う
ち
に
語
ら

れ
る
に
と
ど
ま
る
」
と
説
く
。

（
11
）	

注
（
３
）
参
照
。

（
12
）	『
日
本
書
紀
』
の
根
国
に
つ
い
て
は
、
西
澤
一
光
の
論
に
詳
し
い
（
西
澤
一
光
「『
日

本
書
紀
』
に
と
っ
て
「
根
の
国
」
と
は
何
か
」『
論
集
『
日
本
書
紀
』「
神
代
」』

神
野
志
隆
光
編
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
一
二
月
）。

（
13
）	
注
（
２
）
前
掲
神
野
志
論
文
、
注
（
12
）
西
澤
論
文
。
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（
14
）	

注（
２
）前
掲
神
野
志
論
文
に
お
い
て
、「
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
つ
く
っ
た「
天
」

─
「
天
下
」
の
秩
序
の
外
に
逐
わ
れ
る
こ
と
を
語
る
物
語
」
で
あ
る
と
説
く
。

（
15
）	

注
（
１
）
前
掲
書
、

（
16
）	

三
浦
佑
之
は
、『
古
事
記
』
の
神
話
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、「
ス
サ
ノ
ヲ
は
根
の

堅
州
の
国
に
住
ま
う
べ
き
神
と
し
て
最
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
ほ
か

に
、
納
得
の
で
き
る
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
」
と
の
べ
る
（
三
浦
佑
之
「
さ

す
ら
う
ス
サ
ノ
ヲ
」『
出
雲
神
話
論
』
講
談
社
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）。『
古
事
記
』

に
せ
よ
、『
日
本
書
紀
』
の
正
文
・
一
書
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
「
根

の
堅
州
国
」「
根
国
」
に
向
か
う
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
と
読
め
る
。
神
話
の
構

成
と
し
て
は
、
秩
序
外
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
そ
れ
は
ス
サ
ノ
ヲ
に
と
っ
て
も
望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
よ
う
。

（
17
）	

宮
﨑
昌
喜
「
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
ウ
ケ
ヒ
を
め
ぐ
っ
て
」（『
論
集
『
日
本

書
紀
』「
神
代
」』
神
野
志
隆
光
編
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
一
二
月
）
参
照
。

宮
﨑
は
、「
ス
サ
ノ
ヲ
の
持
つ
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
皇
統
に
つ
な
が
る
ア
マ

テ
ラ
ス
の
系
譜
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
言
い
換
え
れ

ば
、ス
サ
ノ
ヲ
の
、山
海
を
震
わ
す
ほ
ど
の
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
こ
と
が
、

天
下
の
君
た
る
者
を
導
く
そ
の
系
譜
に
と
っ
て
不
可
欠
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
」
と
説
い
て
い
る
。


